
改 善 箇 所 説 明 図（不具合事象①） 
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注 ：        は改善措置部品を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

燃料タンク上部の樹脂製空気調整弁（ベンチレーション・バルブ）の材質が不適切なため、繰り返しの燃料過給

油により当該調整弁が燃料に浸ると、早期に劣化することがある。そのため、そのまま使用を続けると、当該調整

弁に亀裂が発生し、最悪の場合、燃料が漏れるおそれがある。 

 

 

改善の内容 
 

全車両、当該調整弁を点検し、折損していない場合は、当該調整弁に補強用パイプを追加装着する。また折損

している場合は、燃料タンクを対策品と交換する。 

 

識別 ： エンジンルーム内燃料パイプに黄色ペイントを塗布する。 
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